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　強力な防盗・耐火性能が求められる

金融機関向けの金庫メーカーとして知

られるクマヒラ。その強みを活かし、近

年は豊富な機能であらゆる業態にも対

応するパッケージ型の入退室管理シス

テムやセキュリティゲート、録画監視カ

メラシステムなど幅広いセキュリティソ

リューションを提供し、トータルセキュリ

ティ企業として成長を続ける。「お客様

固有のニーズに対応するため、全国的

な販売・サービス網を構築し、提案型

営業を強化しています。その一環とし

て、セキュリティを含めたオフィスデザイ

ンをトータルでサポートする事業にも力

を入れています」と同社の木下友和氏

は話す。

　人々の財産や安全、情報を物理セ

キュリティの面から守る──。同社の高

品質な製品は市場から高く評価され、

厳格なセキュリティが求められる国際

会議の場にも採用された。2016年5月

に三重県で開催された国際会議への

セキュリティゲートの提供がそれである。

「当社の役割は会場の出入り口の物

理セキュリティ。来場者情報の登録・管

理を担うS Iベンダーの上位システムと

連携し、ゲートを通ろうとする人のIDパ

ス情報と照合することで、会場への入

退場を制御する仕組みです」と木下氏

は説明する。

　この上位システムとセキュリティゲート

間のデータ連携基盤に採用したのが、

セゾン情報システムズのファイル転送ミ

ドルウェア「HULFT」である。「HULFT

はファイル転送ツールのデファクトスタ

ンダード。今回のケースでは上位システ

ムを開発・運営するSIベンダーから指定

を受けました。データ連携に必要な様々

な機能を実装しており、当社にとっても

メリットが大きい」と木下氏は述べる。

　これまで上位システムとセキュリティ

ゲート間のデータ連携にはFTPを使う

ことが多かったという。しかし、HULFT

を採用することで、開発が容易になり、

データ転送の品質も向上した。

　 今 回のケースは上 位システムとセ

キュリティゲートのシステムでプラット

フォームが異なる。来場者の登録情報

をやりとりする上で、文字コード変換の

処理が必要だ。「FTPの場合、その処

理を別途作り込まなければなりません

が、HULFTは転送タイプを選択するだ

けで、文字コード変換が可能です。別

途作り込みを行う必要がなく、すべての

事業内容
金融機関向けの金庫の開発・製造、金庫設備の設
計・施工のほか、入退室管理システムやセキュリティゲート
などを提供するトータルセキュリティ企業。あらゆる攻撃か
ら人々の財産や情報を守る「安全」「安心」を追求し、
市場のセキュリティニーズを先取りした最高水準の解決
策を提案する。
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入退場を制御するセキュリティゲートとつながる
上位システムとのセキュアなデータ連携をHULFTで実現
人々の財産や情報を守る多様なセキュリティ製品を提供するトータルセキュリティ企業のクマヒラ。2016年に日本で
開催された国際的な会議では会場の入退場を担うセキュリティゲートに同社の製品が採用された。ゲートでの認証には
来場者情報を管理する上位システムとのデータ連携が必要になる。その基盤に採用したのがHULFTである。セキュア
かつ確実なデータ連携により、スムーズな入退場を実現し、国際会議の成功に貢献した。物理セキュリティと情報セキュ
リティをつなぐ基盤として、同社がHULFTに寄せる期待は大きい。
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ゲートと上位システム間の
データ連携をHULFTで実現

セキュアで確実なデータ転送が
可能になり、開発工数を削減
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データのコード変換を漏れなく確実に

行えるため、開発工数を大幅に削減で

きました」と同社の新井柊一郎氏は評

価する。データは暗号化してやりとりで

きるため、情報漏えいやデータ改ざんも

防止できる。

　国際会議会場には複数のセキュリ

ティゲートがあり、来場者がどのゲート

で入 退 場しても正 確に認 証を行うこ

とが求められる。「 上位システムの管

理サーバーから認証情報を一斉配信

する仕組みに対応する必要があった

のです。この処 理も上 位システムの

H U L F Tと各ゲート側のサーバーの

HULFTをつなぐだけ。特別な作り込み

は不要で、一斉配信の仕組みに容易

に対応できました」と新井氏は続ける。

　しかも、H U L F Tはデータの送達確

認機能を実装する。転送データが正

常に送信できたことを確認できるのは

もちろん、受信側で転送データの整合

性チェックも行う。万が一、エラーが発

生した場合は自動で再送信し、その履

歴も確認可能だ。「上位システムとの

データ連携に不備があると、セキュリ

ティゲートの認証がうまくいかず、スムー

ズな入退場に支障をきたす恐れがあり

ます。国際的な会議の場でそれは絶対

に許されない。HULFTを採用したこと

で、この懸念を払拭し、セキュリティゲー

トの安定運用を実現できました」と木

下氏は満足感を示す。

　運用面でもメリットが大きい。会場へ

の入退場は事前の登録・審査により発

行されたIDパスで認証するのが基本だ

が、IDパスの持ち忘れや紛失に備え、

期間中は臨時の発行所が設置された。

上位システムとほぼリアルタイムで同期

をとり、その場で登録した来場者の情報

をもとにセキュリティゲートで認証する必

要がある。「HULFTを採用したことで、

この処理もスムーズに進み、期間中は

混乱なくセキュリティゲートでの認証を

行えました」（木下氏）。

　サポート対応力も高く評価している。

「H U L F Tの導入にあたっては、事前

にセットアップ方法や様々な機能の確

認手順のレクチャーを受けました。この

おかげで、事前準備をしっかり行うこと

ができました。国際会議期間中は当社

スタッフ、セゾン情報システムズの担当

者が現地に詰めていましたが、問題は

一切なく、無事に終幕を迎えることがで

きました」と新井氏は振り返る。

　今回の取り組みはトータルセキュリ

ティ企業として成長を続ける同社にとっ

て、大きな信頼と実績になる。HULFT
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冗長化・処理速度の向上のため、
制御装置ごとに1サーバーを割り当て
同一ネットワークの録画装置とも連携

セキュリティゲートに組み込まれた
カードリーダーから
ICカード情報を受け取り、
照合後ゲートへ解錠信号送信

来場者の登録受付後、割り当てられた
カードIDや氏名等を暗号化して送信
（入退管理sys、カード発行sysへ）

データ連携処理 認証処理

国際会議の実績を活かし
提案の幅を広げていく

セキュリティゲートと上位システムとの連携イメージ
上位システムのサーバーで管理する来場者情報をゲート側の⼊退室管理システムに送信。
それをセキュリティゲートに組み込まれたICカードリーダーが読み取ったIDパス情報と照合することで、セキュリティゲートの開閉を制御する。
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を活用することで、様々な上位システム

との連携が容易になるからだ。実際、

セキュリティシステムは進化を続け、セ

キュリティゲートをはじめとする同社製

品も生体認証を含む様々な情報を実装

した上位システムと連携するケースが

増えつつある。

　またセキュリティシステムが記録する

情報の価値も高まっている。「正確な

認証による安全の確保だけでなく、その

履歴情報や在室情報をリアルタイムに

提供してほしいというお客様が増えて

います。ゲートの入退場記録を出退勤

管理や労務管理に活用するためです。

HULFTを使えば、こうしたニーズにも

柔軟に対応できます」（新井氏）。

　セキュリティシステムは物理セキュ

リティと情報セキュリティで成り立つ。

「 長 年の実 績と経 験を活かした当 社

の高品質な物理セキュリティ製品と、

上位システムの情報セキュリティとの

連携で、セキュリティシステムの価値は

より高まります。HULFTはその重要な

橋渡し役です」と木下氏は語る。

　物理／情報セキュリティのデータ連

携基盤としてHULFTを共通化する流

れが広がれば、セキュリティベンダーだ

けでなく、それを利用するお客様にとっ

てもメリットが大きい。「IoTデバイスと

の安全・確実なデータ連携を実現する

HULFT I oTを提供するなど製品ライ

ンナップも広がりを見せており、物理／

情報セキュリティをつなぐパートナーとし

てセゾン情報システムズには今後も大

いに期待しています」（木下氏）。

　セキュリティゲートの提供を通じ、日

本で開催された国際会議の成功に貢

献したクマヒラ。「この実績を活かし、

提案の幅を広げ、新たなユーザーの獲

得につなげたい」と話す木下氏。今後

も同 社は高 品 質な物 理セキュリティ

製品を提供するとともに、情報セキュリ

ティを担う上位システムとの連携強化

を促進し、トータルセキュリティ企業とし

てさらなる成長を目指す考えだ。


